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オフセット印刷を主体に制作デザイン業や印刷の後工程である製本業を営んでおります。 

得意な分野としては教育関係、出版印刷と呼ばれる分野が業務の 8 割を占めています。 

 

平成 7 年に飯田橋にてオフセット印刷で創業し、平成 10 年に事務所と工場が手狭になったとい

うことで板橋に移りました。父が創業者であり自分が 5 年前に引き継いで 2 代目になります。 

 

当代になってからは、デザインなどの編集支援、取材撮影、出版企画のような最上流の立ち位置

を目指す強化を行い、現在は学習参考書メーカーを子会社化して、人材を採用し設備を導入して、

印刷製本業の元請けとして最終商品まで板橋工場から出荷する体制を作りました。 

 

板橋の良さはやはり光学機器メーカーや印刷製本業の一大集積地であるということで仲間が多い

ということが言えると思います。大手の印刷会社もあるし、協力会社、製本所、加工所、パート

ナーもいるし、取次への最終制作物の配送を考えると、大動脈となる中山道も近くにあるし、物

流としても非常に合理的な場所であると思います。 

 

ここ数十年の間にインターネットが普及したことで情報伝達に関しては即時性や広範囲の展開と

いう意味で電子には敵わないと思っています。その上で私たちは「残る本を作りたい」というコ

ンセプトを掲げて仕事をしています。 

 

その為には良質な本作りを志すわけですけれども「よき読者を育む良質な本作り」をテーマとし

て取り組んでいます。読んでその人の人生が変わるようなインパクトをもたらす、残すに足るコ

ンテンツを諸先生方が書いてくださると思いますので、それを形にしていきたいなと思いますし、

学習、知的な活動、芸術的な活動に対して私たちの加工印刷物がお客さまの人生にインパクトを

与えるとしたらそれは素敵なことかなと思います。 

 

印刷製本業は実は教育、ものづくり、アート、こういったものに興味を持っている方に適してい

る仕事かなと思っていまして、実際ある程度好きでないと続けられないと思うので、私たち自身

がクリエイターになるという構えでたくましくやっていきたいと思います。 

 

ちょっとユニークでありたい。というのが我が社や私自身のエンジンでして、そのあたりは遊び

心というか、こだわりを持ってやっていきたいと思っています。 

 

   


